
わたしのまちの

風物詩 
わたしのまちの

風物詩 大阪 
あちこち あちこち 

　京阪電車古川橋駅か

ら南へ徒歩約15分、古

川沿いの閑静な住宅地

のなかに、戦後の激動

期にあって、内閣総理

大臣として日本を牽引

した幣原喜重郎の生誕

地があります。 

　喜重郎は明治５年

（1872）8月11日、幣

原家の次男として生まれ、幼少期から青年期を

門真で過ごしました。明治29年の外交官試験に

合格し、韓国の仁川を皮切りに外交官として世

界各国へ赴任します。大正４年（1915）には外

務次官となり、大正13年からは５つの内閣で外

務大臣として活躍しました。この時、喜重郎は「列

強協調による世界平和の維持」を提唱し、それ

を積極的に推し進めます。このことから、大正

末年～昭和初年における日本の外交は、彼の名

前をとって「幣原外交」と呼ばれています。 

　終戦後の昭和20年（1945）10月９日には、内

閣総理大臣に親任されました。在任中には、婦

人参政権を認めた衆議院議員選挙法の改正や労

働組合法の公布・施行、日本国憲法の草案をま

とめるなど日本の復興に尽力しました。 

　現在、喜重郎の生家は公園となっており、往

時の姿は古い写真やわずかに残る石垣から偲ぶ

ほかありませんが、

公園の一角には喜重

郎の功績を称える顕

彰碑が立っており、

市内御堂町の願得寺

には幣原家のお墓が

あります。 

　また、市立歴史

資料館には幣原家

から寄贈された品々

が保管されており、喜重郎と幣原家ゆかりの品々

を展示した常設展「幣原家の足跡を訪ねて」を

開催しています。これらの展示を通して、喜重

郎が目指した「永久不滅の平和」を広くみなさ

んに知っていただければと思います。 

●幣原喜重郎元首相の生誕地 

▼お問い合わせ先▼ 
門真市立歴史資料館 

場　　所　門真市柳町１１番１号 

開館時間　午前９時３０分～午後５時 

休 館 日　毎週月曜日・祝日 

 年末年始（１２月２９日～１月５日） 

入 館 料　無料 
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● お問い合わせ先 ● 
河南町総務部人事広報課 

ＴＥＬ：０７２１－９３－２５００（内線２１１） 
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　河南町は、金剛・葛城山脈に連なる山地部と、そ

の前面に広がる丘陵地と段丘地からなり、古くから

開けたこの地には、数々の古墳や遺跡などが多く見

られます。また、有名な寺も多くあり、歴史遺産の

豊なまちであります。その中でも、寺内町として発

達した大ヶ塚を舞台として行われている行事を紹介

しましょう。 

　「八朔」は、元は陰暦であったころの、「八月朔

日（１日）」の略で、今の暦で言えば、一月遅れの

９月１日前後にあたります。 

　古い文献（公事根源、民間年中故事要言、月令広

義）などによると、いろいろ説はありますが、要す

るところ、稲穂が膨らむこの季節に、豊穣を祈る行

事を行ったということで、近世の初めごろから、町

場大ヶ塚に「八朔市」が行われ、五穀豊穣の季節を

選び、催されたものだと言われています。 

　「八朔市」が最もにぎわっていたのは、大正から

昭和の始めごろまでであったといわれ、そのころに

市で並べられていた商品は、日用雑貨、呉服、はき

物、道具類、陶器類、玩具、食料品、古物など。た

いていの物が買い求められたそうです。また、露店

だけでなく、芝居やサーカス、見せ物、幻灯（のぞ

き）などの興行もあり、昼夜の人出は、たいへんな

ものであったそうです。 

　昭和４７年（１９７２）のころ、作家の司馬遼太郎さ

んが、たまたま八朔の日にこの地を訪れて、そのに

ぎわいを書いておられます。近年になり「八朔市」

のにぎわいは、少しずつ衰えてきましたが、今は、

地元有志の人たちによってこの伝統ある行事を存続

させるため、努力が続けられています。 

　現在では、子どもたちが喜ぶ、金魚すくいや的当

て、たこ焼き、綿菓子、フランクフルトなどの露店

が並び、昔の活気を取り戻そうとしています。 
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ありし日の幣原家 
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